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緒 言

　霞ケ浦の周辺より流入する河川の水質汚濁について

は，都市下水，農業用水の他に主要なものとして，企業

排水がある。最近の湖水の汚濁は工場が集中し都市化が

進んでいる土浦入りがその典型である。著者らは昭和45

年9月から土浦入りに流入する主要五河規と霞ケ浦の水

質について分析を行って来た1＞。その過程で汚濁源の1

つである企業排水の分析の必要性を痛感していたとこ

ろ，土浦市公害課から委託研究を依頼され，1972年4月

より1973年2月まで6回にわたり土浦市と公害防止協

定を結んでいる土浦市内の28工場事業場の排水調査を

行ったのでここにその結果を報告する。なお事業場の所

在は第2図に示した。
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花室川のCl一，　COD，　NH4÷の総負荷量の変化

調査項目並びに方法

　調査項目は生活環境項目iとしてはpH，　COD，　SS，フェ

ノール，アンモニア性窒素，亜硝酸性窒素，塩素イオン，

アルカリ度，Cu，　Pb，　Fe，　Mn，大腸菌群数であり，健康

項目としては，Cd，　CN，総クロム，6価クロムである。

測定方法はJISの工場排水試験方法に従って行った2｝3｝。

結果および考察

1）　金属製品製造企業の排水

第1麟

　同製造企業11社を対象に調査が行われた。その1・i・1で

シアンの使用はメッキ工場が主であって，その流出はよ

り直接的に生体への影響が出る点で，社会的にも重大な

問題となる。土浦市の調査によれば桜川，新川，花室川，

境川，備前川，の5河川では不検出となっているa）が，

一部の工場排水では，第1表より排水基準をはるかにこ

えたシアンの排水が認められた。特に利位メッキの基準

の20倍の高濃度の排出，さらに小野メッキの三度にわ

たる基準以上の排出は他の時期，叉は測定前後のある一

定時期の流出を考えるとかなりのシアン量が推定され

る。シアンは比較的酸化分解され易いこと，機械故障と

管理者の点検不足が原因と考えられることから，常時排

出される性質のものでないために，たまたま調査時4｝の

河川水中に検出されなかったものと推定される。排水の

pHは冷却水を除けば一応調整して排出されているもの

の基準（5．8～8．6）を越えるものがかなり認められた。

（第2表）神立メッキ，自動車鋳物，日立電線，昭和高

圧では基準を越えるか，または基準ぎりぎりの水を数度

にわたって検出した。このことは境川が他の河川に比し

てpHが高いこと4）の原因に結びつくことも推定される。
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第1表　金属製品製造業排水中のシアン
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0．　e4
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e．　ol＞

O．　23

0．　Ol＞
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第2表　金属製品製造業排水のpH

社 名
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排：水基準
　（pH）

5．　8rv8．　6

pH

8．　35

8．　25

6．　55

7．　75

7．　28

7．　45

7．　85

Z　60

7．　53

7．　50

7．　88

9．　88

8．　58

7．　7e

8．　28

8．　08

8．　63

7．　90

7．　82

7．　68

7．　53

9．　98

8．　60

9．　15

7．　48

8．　15

8．　98

8．　75

8．　・58

7．　72

9．　45

6．　80

8．　le

7．　85

9．　17

6．　80

6．　80

6．　83

8．　35

8．　63

7．　40

7．　05

7．　92

7．　47

8．　87

9．　15

6．　80

8．　25

6．　73

8．　50

7．　80

7．　55

7．　60

6．　57

6．　87

8．　25

8．　12

7．　86

8．　48

8．　36

8．　60

7．　92

7．　75

7．　88

6．　62

6．　83

第3表　金属製品製造業排水申の亜鉛＊

社 名
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亜金貸　（ppm）

23．　O

O．　4

0．　2

e．　1

e．　ol＞

e．　1

e．　1＞

O．　1

4．　2

8．　3

e．　4

3．　32

0．　23

0．　1＞

O．　1＞

G．エ＞

O．　18

e．　1＞

e．　I

O．　33

0．　12

e．　1＞

O．　1＞

0．エ1

0．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

e．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

e．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

4．　O

O．　45

0．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

14．　4

e．　ol＞

1．　1

O．　H

3．　60

0．　38

0．　10

0．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

e．　15

10．　98

16．　2

0．　54

O．　90

1．　28

0．　043

e．　02g

e．　021

e．　041

e．　e64

0．　048

2．　63

3e．　75

e．　33

＊　排水基準5ppm
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第4表　金属製品製造業排水申の総クPt・e一ム，時価クロム

社 名

成　光　産　業

神立メ　ッキ

総クロP・ム＊（六価クPt・”一ム）＊＊（ppm）

三水メ　ッキ

目　立　電　線

昭　和　高　圧

自動車鋳物

栗田アルミ

H　立　建　機

小野メ　ッキ

総　鉄　産　業

菊地メ　ッキ

　O．　06

（O．　Ol　〉）

　e．　s

（O．　02）

11．　9

（O．　67）

　1．　82

（O．Ol＞）

　1．　51

（O．01＞）

　e．　2

（e．ol＞）

　O．　3

（o．　el＞）

　O．　6

（O．　08）

　O．　2

（e．　ol＞）

　O．　2

（O．　Ol＞）

　1．　51

（O．　Ol＞）

　O．　1＞

（o．　es＞）

　O．　1＞

（e．　ol＞）

　O．　26

（O．　24）

　O．　1＞

（O．03＞）

　O．　1＞

（O．　03）

　O．　1＞

（o．　el　〉　）

　O．　1＞

（O．　Ol＞）

　O．　1＞

（O．　1＞）

　O．　1＞

（O．　Ol＞）

　O．　11

（O．　11）

　O．　62

（O．　49）

　O．　1＞

（O．Ol＞）

　O．　1＞

（e．ol＞）

　O．　31

（O．　02）

　O．　1＞

（O．　Ol＞）

　O．　1＞

（O．　Ol＞）

　O．　1＞

（O．Ol＞）

　O．　1＞

（O．　02＞）

　O．　5

（O．　5）

　O．　175

（O．　Ol＞）

　O．　1＞

（O．　Ol＞）

　O．　1＞

（e．　ol＞）

　O．　1＞

（O．　Ol＞）

　O．　1

（O．Ol＞）

　O．　75

（O．　63）

　O．　1＞

（O．　Ol＞）

　O．　1＞

（O．　Ol＞）

　e．　1＞

（o．el＞）

　O．　1＞

（O．　Ol＞）

　O．　1＞

（O．　Ol＞）

　9．　10

（8．　90）

　e．　lo

（e．　le）

　O．　1＞

（o．　e4）

　O．　1＞

（O．Ol＞）

　O．　77

　0．　4

　0．　Ol＞

（O．Ol＞）

　O．　Ol＞

（O．　Ol＞）

　O．　Ol＞

（O．　Ol＞）

　e．　ol　〉

（o．　el＞）

　O．　Ol＞

（O．　Ol＞）

　O．　Ol＞

（e．　ol＞）

　O．　37

（e．　2）

　O．　22

（O．　Ol　〉）

　O．　Ol＞

（O．　Ol＞）

　O．　Ol＞

（検属されず）

　o．　el＞

（検出されず）

　O．　Ol
　（O．　Ol）

　O．　Ol＞

（検出されず）

　O．　Ol＞
（検tltされず）

　O．　Ol＞

（検出されず）

　O．　Ol＞

（検繊されず）

　e．　ol＞

（検出されず）

　O．　44
　（O．　27）

　6．　00

（検出されず）

　O．　Ol＞

（検嶺されず）

＊　　1非71く基準　1．Oppm ＊＊　　丁丁＝水基準　0．5PP1＝n

第5表　金属製品製造業排水中の銅＊
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線
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機
キ
業
キ

産
ッ
ッ
電
高
鋳
ル
建
ッ
産
ッ

　
メ
メ
　
　
　
車
ア
　

メ
　
　
メ

光
越
水
立
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動
田
立
野
鉄
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成
総
桜
日
高
自
栗
日
小
減
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霊同　（ppm）

O．　6

0．　1＞

O．　1＞

O．　2

0．　5

0．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　4

0．　3

O．　1＞

e．　1＞

O．　294

0．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　51

0．　1＞

O．　1＞

O．　98

0．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　16

L6
0．　14

0．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

1．　05

0．　17

0．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　43

0．　36

e．　1＞

O．　3

0．　15

0．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

e．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

13．　8

0．　57

＊　排水基準3ppm

物質として安定であり，かっ生体に濃縮される性質を有

する重金属は，いうまでもなく生体に対して毒性を有す

る。その内基準を越したものとしてZn，　Cr等が企業排

：水中に検出された。（：第3，4表）Znの暫定基準は10　ppm

であるが，排出基準はその1／2の5　ppmである。小野メ

ヅキ，寸鉄，成光の両産業の3社は，数度にわたって基

準を越える排水を出していた。クPtムは6価クロムと総

クPtムに分けられるが，6価クロムは特に生体にとって

有害とされるものである。基準0．5ppmに対し小野メ

ッキの8．9ppmを最高に基準を若干下まわるものを含

めて2～3検出された。（第4表）ppm規制方式の矛盾

である濃度が基準以下であれば良いのかと云う問題は，

クロムでも同様であるが，次の銅についてその点からの

検討を試みた。すなわち第5表に示される如く，全社と

も基準を越えたものは認められなかった。しかしこれに

総排水量を乗じ1臼にどの程度の銅が排出されているか
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第6表　金属製品製造業排水の銅の総負荷量＊ 第7表　金属製品製造業排水のSS（浮遊物）

社 　　最：高値名
　　　（ppm）

皆既負荷量
　（g）

総排水量
（m3畑）

社

O．　6

0．　98

1．　60

0．　20

0．　50

0．　1＞

O．　1＞

O．　1＞

O．　1

0．　51

e．　36

名

成光産業
神立メッキ

遠水メッキ

日立電線

昭和高圧
自動車鋳物

栗閏アルミ

｝三i立証機

ノ」哩予メッキ

総出産業
菊地メッキ

SS（浮遊物）ppm＊

23．　52

7．　e5

1，　420

　75e

　80　＞

　8．　6＞

　150＞

　2．　5＞

30．　6

　7．　2

　　0

　24
　24
7，　100

1，　500

　800

　86
1，　500

　25

　60
　20

成光産業｛1◎15200375
神立メ。キi2035190175
撚メ。判6・2・・…　〉
臼立電細1◎　10＞40　10＞
昭和高圧｝8010＞8060
瞬輯物i1010＞10＞10＞
細アル・巨〉・・＞2…〉
日立建機｛30　10＞20　10
　　　　　　
小野メッキi30　90　 10＞170

総鉄産業i50　45　60　2◎
菊地メッキ　i　5　155　60　10

10＞　10＞

35　20
10　10＞
10＞　le＞

3C　30
10　le
15　IO
10＞　10

20　le
lo　le
50　　エ0

＊　　捌三71く基覇麩　30ppm

＊　最：高値（ppm）×総排水量

第8表　食品製造業排水中の大腸菌数

社 名 大腸菌（個／m1）

農
旧
穀
肉
ラ
鳥
肉
ム

酪
醤
米
食
開
浸
食
ハ

　
　
　
　
コ
　
　
　
マ

浦
沼
城
出
力
替
城
り

土
柴
茨
土
　
コ
　
張
茨
プ

　o　　　　　　o

4．6×105　4×103

6．3×103　L7×105

5．5×103　7．3×104

2．4×104　3．8×103

4．9×103　1．3×103

2．2×104　7．9xlO4
8．　4　×　lo”o

　o
l．4×105

1．　3×　le6

7．　2×　103

4．　3×　102

9．　9×　102

4．　4×　103

　　o　　　　　　o　　　　　　o

1．7×103　8．3×103　5．9×104

5．3×105　3．2×104　1．2×105

3．1×103　1．2×103　4．8×104

L4×103　7．5×le3　1．9×103

1．1×le2　1．8×102　1．6×102

　8×103　4．2×103　1．9×103

8．3×104　4．9×104　2．7×104

総排天量

m3旧

　350

　40
　　7．　3

　400

2，　oee

　450
1，　300

2，　eoo

第9表　食品製造業排水の浮遊物（SS）

社 名 浮遊物（SS）ppm

土浦酪農i　1＞

柴沼醤独i220
茨城米穀i1，050

土浦食肉｝50
uカコーーラ1　20

張鞭鳥i5
茨城食肉；　20
　　　　　ミ
プリマハム1　10
　　　　　…

10＞　10　15　10＞　10＞

IO＞　50　15　75　20
720　120　40　85　2e
875　30　40　110　810
10＞　40　30　40　30
10＞　40　10＞　10＞　10

359．5　10　65　40　20
　　　　　　35　30　le

を試算したのが第6表である。つまり総負荷量として出

すと調査6回中最高のものについて見た場合，臼立電線

の1H，1，4209の銅を最高に最低でも2．59以下の流

出が生ずると推算される。特にEII立電線は1，420　g／日，

1，　207　9／ll，1，9949／臼と6回中3回もかなりの量：にな

り，他の3回についても無視されない量の銅を流出させ

ていることは注目される。これらの銅を含む水は境川を

通じ霞ケ浦に蓄積されるものと考えられる。金属企業の

浮遊物（SS）は他の企業，例えば食品企業の有機物を主

としたものに対し金属の水酸化物を主体とした無機化合

物である。成光，総鉄，小野，桜水，菊地，神立のメヅ

キ6祉は30ppmの基準を越えたものを流出させてい

た。又ガスボンベを製作している昭和高圧もほとんど毎

回，基準を越えるものであった。（第7表）

2）　食品製造企業の排水

　調査した8社中土浦酪農の冷却排水は問題にならなか

ったが，他の7社は何らかの項隣で基準を越え監督自治

体から何らかの改善命令又は，指導をうける結果となっ

た。（参考資料1）この内では動物あるいは有機物を取扱

うためとみなされる大腸群により汚染された排水が多

い。暫定基準は3×104，排水基準は3×103である。柴

沼醤油のL4×10s，茨城米穀の1．7x105，5．3×10sは

県の暫定基準をも越えるもので，茨城米穀については排

水停止され，処理方法を全く別のものに変えざるを得な

かった。他の企業も3×103の基準を越える排水が多い。

（第8表）このことは3×103単位を越えていても3×104
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一
①
Φ
1

参考資料（1）　排水基準不適合工場，事業所数

業 種 金属製　品　製造業
　　No．　INNo．　11

食　　品　製　造　業
　　No．　12rvNo．　19

セメント製品製造業ほか
　　　No．　20r－vNo．　3Z

垂
口

留水検査再4 6 8　10　12　2 4 6 8　10　12　2i4 6 8　IO　12　2
巨細業数唖・・（2）・・（2）・1（2）・・（3冷製13L輿Lr処13斗7（2）7（2）i　9（5）1・（6？．・9！6）9（6）9（6）9（6）「

（検査項目）

活　フェノt’一’“ルi

環1亜銅 狽P1（1）

境　　鉄　　1
項マンガ沼
目i熱謡1：（1）

　i壇塾”　｝

健
康
項
目

　　　　　　　　　　　　3（1）4　1　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　1　　！　　3（1）

　　　　　　　　　　　　2　　　　5（1）　4（1）　1　1（1）　2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　2　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’

　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　　　　　　　　　　　　4（1）　7（1）　4（1）　3　2　i　4，（2）

　　　　　　　　　　　　　　4．　3（O．　6）

カ　ド　ミ　ウ　ム

シ　　　ア　　　ン　　1　　1　　2　　1

　　　鉛

六十クP・’ム　1　　2
水　　　　　　銀
基準不遮合企業数　　2　　1　　’2　　2　　0　　0

1圏平均　　〃　　　　　　　　　　1．王

　　　　　　　　　6（1）　4（1）　7（1）　5（1）　3　L？”

　　　　　　　　　　　　　　4．　5（O．　6）

　　　　　　　　　　　　9企業　　16，　256千円

　　　　　　　　　　　2（1）2　2　1
1（1）　2（1）　3（1）　2（1）

　　　　　1（1）　1（1）1　1　2（1）　2（1）

4（1）　1（1）　1　3（1）　3（1）1

41，（1）　1（1）　2（1）　3（1）　5（2）li　2（1）　3（1）　3（1）　1

　　3．　1（L　3）　i　2．　3（1）

2a）　2a）1

　　2（2）

2（1）

　　　　11　（3）

　　　　9（5）

　　　　13（3）

　　　　1
　　　　3（1）

　　　　1

　　　　6
　　　　6（2）

3（2）　21（6）

　　　　3

　　　　“？“

　　　　4

　i基準不適合企業数
計i聰平均，，

　i改善事業費
　1

4（2）　4（1）　1（1）　2（1）　3（1）

　　　　　3．　1（1．　3）

　　　6企業　　133，067千円

5（2）li　2（1）　3（1）　3（1）　1　2（1）　3（2）1　21（6）

　　　　　　　　2．　3（1）　i

；　掃治刊．1
（備考）　1．　企業数には，排水基準が適用されない企業を含んでおり，当該企業数を（　）内に示す。

　　　2．　6，8月分検査については，施設改善工事中の食品製造業の企業をセメント製晶製造業ほかの企業に振り替えて実施した。
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1第10表　食品製造業排水のCOD

社 名 COD　（ppm）

農
油
…
穀
肉
ラ
鳥
肉
ム

酪
醤
米
食
【
食
食
ハ

　
　
　
　
冨
　
　
　
マ

浦
沼
城
浦
力
替
城
リ

土
柴
茨
土
　
コ
　
張
茨
〃
プ

　6．　e

89．　3

106．　9

78．　2

52．　6

　8．　8

80．　1

36．　4

1e．　1

　6．　85

50．　4

75．　8

12．　5

　6．　31

250．　13

16．　51

46．　12

93e　22

42．　72

14．　e8

13．　84

77．　68

15．　05

45．　93

87．　2

90．　97

22．　72

7．　04

73．　81

33．　13

27．　77

81．　04

92．　75

75．　69

33．　72

29．　26

93．　54

71．　42

12．　6

23．　31

74．　7

1el．　48

34．　22

32．　e5

37．　6

29．　e7

催石剛
⑲碇立電線　⑳利根コーラ
⑳桜水メッキ⑳張替食鳥，
⑳土浦酪農　⑳茨城食肉
⑳茨城米殺　⑳プリマハム
⑳柴沼醤油
⑳土浦食肉

＠

歯

sof／　＠＠＠

吻
⑮

＠＠
＠　一＠

　＠・

＠＠

＠

境
j
l
i

＠

＠

＠A＠　＠

＠

＠

＠li．！gll）

薪川

土
浦

＠／／　＠

土浦市

＠

備前川

花室川　　（精進）II）

Z

護
ケ
甫

　
　
、
マ

・＠

（至荒川沖）

＠

①：東部ガス　⑦日立ヒューム

②中仙ヒューム⑧東京歯研
③東レ
④東京鉄工
⑤積水佑学
⑥ロンシール

⑨内田油圧
⑳成光塵業
⑪菊地メッキ
⑫総鉄産業

第2図28企業の位置

⑬小野メッキ
⑭一部建機
⑬神立メッキ
⑯栗鼠アルミ

⑰自動車鋳物
⑱昭和高圧
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以内であるため排水の流出を規制出来ない暫定基準の弱

点を示すものである。さらに同様のことはCOD，　SSで

も見られた。（第9，10表）この3項目を通じてプリマハ

ム，茨食，土食の3社の排水は量も多く，さらに排水基

準を越える点でも他の企業と比較にならない高濃度の汚

染水を排出していた。この結果と河川汚染の関係につい

て若干検討してみたい。前二社は花室川に2，000m3／Ei，

1，300　m3／日の割合で排水している。

　後者は桜川に4◎Om3／IIIで排水している。前二社によ

第11表　各河川に於ける一般細菌並びに大腸菌回

る花室川の汚染は第11表。「）の他の河川との大腸菌，一般

細菌の比較，さらに，第1図6｝の花室川従断測定による

総負荷量としてのCl一イオン，　NH4＋イオン，　CODの

X2点での急増大が明らかに示すものである。又第12表

は各企業の窒素含有量を示したものである。以上述べた

如く食品加工業からの排水は有機物に窟み，大腸菌に汚

染されたもので，N含最も高く河川の汚濁，さらには霞

ケ浦の富栄養化の主要な原因の一つになるものであると

考えられる。

3）　セメント製品製造，その他の企業の排水

河　川　名

新
六
境
霞
花
清

ケ
室
明

川

川

澗

浦

川

川

一般細菌 大　腸　菌

4．　6×　103

6．1×103

2．　6×　104

2．　2×　le3

1．9×105

4．　1×　104

1．　6　×　102

1．7×102

6．0×102

2．3×10i

7．　5　×　103

1．6×102

（173。2．23調査）

　ここではpH，　COD，　SS，フェノ・・一Fル，アルカリ度，

六三クロムを測定した。この内フェノールは問題になら

ない分析値であった為に省略する。まず，pHはアルカ

リ度と同じ範ちゅうのものとみなされるが，分析結果を

第13表に示した。

　日立ヒーム，中川ヒームはpH　11～12と高く，これは原

材料に由来するものと推定され，pH調整装置の完備と

管理が問題となる。SSは第15表に，　CODは第14表に

第12表　食品製造業排水中のアンモニア性並びに亜硝酸性窒素

社 名

農
油
醇
酒
ラ
鳥
肉
ム

酪
醤
米
食
【
食
食
ハ

　
　
　
　
コ
　
　
　
マ

浦
沼
城
町
力
替
城
り

嘘
柴
茨
土
コ
張
茨
プ

アンモニア性窒素（亜硝酸性窒素）ppm

L　12（O．　02）

16．8　（O．　le）

・1．　40（O．　3）

28．0　（O．　15）

1．　12（C．　05）

4．　20（o．　e2）

141－9A［O一・fgr）

1　8．40（e．os）

O．　42（O．　10）

2．　15　（O．　015）

1．　20（O．　1）

28．1　（O．075）

1．　50（O．　O15）

3．　90（e．　035）

3L5　（O．175）

o．2e（o．　lo）　o．16（o．　e3）　1．2s（o．　os）

O．68（O．1＞）　2．80（O．03）　3．70（O．05）

O．41（O．1）　1．12（e．e4）　1．40（e．10）

2e．4一（13．0）　20．2　（O．75）　24．65（1．48）

O．34（O）　1．45（O．Ol＞）　　1．12（O．051）

O．14（O．05＞）　O．11（O．Ol＞）

27．2　（e．55）　22．4　（O．135）

一　一　2．52（O．03）

　O．　84（O．　175）

　3．　39（O．　15）

　1．　36　（O．　04＞）

114一．　3　（O．　04）

　O．　75　（O．　035）

4．　45（O．　05＞）　13．　05（O．　04＞）

32．5　（O．Ie）　84．87（O．26）

6．45（O．05＞）　8．77（O．04＞）

第13表　セメント製品製造，その他の企業排水のpH

社 名 pl｛ 備　　考

ス
所
贈
…
ル
ス
設
研
圧
学
レ
ム
ム

が
跳
馬
【
ラ
建
歯
油
化
　

【
門

　
鉄
　
シ
ガ
　
　
　
ト
　
ヒ
ヒ

部
京
水
ン
本
木
京
田
門
　
立
川

東
東
積
ロ
日
株
心
内
オ
東
臼
申

6．　52

7．　60

6．　98

8．　50

9．　86

7．　60

8．　12

12　・44

8．　30

7．　15

7．　96

8．　05

8．　18

8．　35

中止

6．　08

7．　20

9．　60

8．　28

11．　78

6．　78

8．　25

＆　25

7．　55

8．　28

　11

7．　20

7．　50

9．　25

8．　45

12．　10

6．　8e

7．　60

7．　9e

7．　90

　／／

7．　43

7．　e5

8．　20

11．　85

7．　17

7．　95

8．　15

7．　85

8．　25

ノノ

4．　63

Z　10

8．　30

3．　40

7．　46

8．　00

’8．　22

7．　88

　f／

IG．　25

7．　74

8．　20

12．　20

庭期排麓し

i特定施設なし

i　同　上

1同上　
i
l

l
I
t

行政関外
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第14表　セメント製品製造，その他の企業排水のCOD

社 名 COD　（ppm）

ス
所
脂
ル
ス
設
研
圧
学
レ
ム
ム

が
工
旧
例
ラ
建
歯
油
化
　

P
【

　
鉄
　
シ
ガ
　
　
　
ト
　
ヒ
ヒ

部
京
水
ン
本
木
京
田
一
　
立
川

東
束
積
ロ
田
華
東
内
湯
東
日
中

11．　9

1．　3

0．　6

0．　5

0．　243

4．　1

24．　5

0．　8

1．　5

28．　9

14．　3

3．　64

1．　21

3．　06

1．　70

2．　09

26．　46

2．　96

29．　7

1．　46

4．　27

il．　41

2．　86

3．　e6

3．　16

O．　30

19．　66

21．　85

2．　82

8．　89

5．　65

e．　45

0．　79

0．　59

e．　99

20．　83

2．　83

2．　08

3．　27

5．　95

2．　98

1．　49

0．　89

15．　72

O．　74

6．　69

6．　20

1．　54

1．　84

0．　74

39．　63

35．　07

3．　22

9．　28

排水量
滋3佃

464

15

e．　3

12

4，　soe

　50
　140

第15表　セメント製品製造，その他の
　　　　企業排水のSS

第16表 セメント製晶製造，その他の企業の
6価クロム

社　　名

東部ガス
東京鉄工所

積水樹脂
ロンシール

臨本ガラス

株木建設

東京二心

内田波圧
」9“　一一ト化学

東　　レi
　　　　　I

浮遊物（SS）ppm 社 名 Cr“6　（ppm）

ド
0
0
（
）
7
5

　
1
⊥
1
⊥
ー
ユ

10

＞
＞

1
⊥
一
－

臼立ヒームi70

酬・一ムi5

　21
　10＞

　10＞

　15
　10＞

ユ，！9◎

　10＞

　20
　1e＞

　4・IO

3e

le＞

le＞

30

40

400

4－0

20

2e

5，　200

15

10＞

10＞

10＞

10＞

ie＞

15

1e＞　lo＞

10＞　10＞

IO　10
10＞　10＞

le　一

10　IO
40　20

1o＞　！e＞　lo＞

15　IO＞　40

輔が刈・…〉・…〉・…〉
棘紅所ie・　03
積水樹脂
Ptンシール

N本ガラス

株木建設
東京歯研’

内田油圧
7Y　・一ト化学

東　　　レ

日立ヒーム

申川ヒーム

O．　02

0．　03

O．　Ol＞

O．　Ol＞

O．　Ol＞

O．　5

0．　e！＞

o．ol＞　e．　ol＞

e．os　e．　ol＞

o．02　o．el＞

0．0エ＞　0．01＞

O．Ol＞　O．　Ol＞

o．ol＞　e．　ol＞

o．el＞　o．　el＞

e．ol＞　o．　ol＞

O．2　O．16

示したがこの範囲内では問題にならなかった。6価クロ

ムはこれらの企業から出ることはあまり考えられなかっ

たが，実際には第16表に示した如く，環立ヒーム，中川

ピーームの排水中に含まれる場合があった。6価クロムの

検出は企業側としても初めてのため，企業自身でも検討

の結果，結局，検出され得ることが立証された。F・1立ヒー

ムは原因究明と改善に10ケ月をついやし，その間一時排

水停止をよぎなくされた。セメント企業のアルカジ水の

排水は調査前より考えられるものであったが，6価クロ

ムは調査して初めて明らかになったものである。なお，

PCBの調査は本調査においては行われなかったが，東洋

レーヨンとit　一ト化学でその使用を認めているが，使用

禁止後の処理については明らがになってない。霞ケ浦の

PCB汚染と直接結びつくかどうか明らかではないが，そ

の実態は土浦市公害対策の概要4）を参照されたい。

総 括

　今回の調査の結果，食品製造企業による有機物並びに

大腸菌による汚染された工場排水が河川の汚染に結びつ

き湖の富栄養化を推進する要因になることが十分に示唆

された。メッキ企業を中心にした金属企業はシアン，重

金属を河川に排出し，特に重金属を総負荷量でみた場

合，ppm方式とは異なり，住民にとって恐るべき多量

となる結果が示された。このことからもppm方式の矛

盾が指摘される。さらに調査の方法，時期，回数，時聞

的経過による変化等まだまだ検討すべき問題点は多い。

：叉河川との関係を見る場合，単に行政区としての土浦地

区だけを調査するのでなく，隣接して，しかも同一河川

に流入する企業排水をも調査する必要があろう。これは

公害防止の点からみても自治体はもとより，調査する側
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第17表　排　水　の　規　制　基　準
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にも大きな問題となる。セメント企業におけるCr÷6の

件で明らかなようにある工場に対する予想とは全く違う

物質の排出も証明されたので，調査項目についても今後

十分な予備的検討が必要である。第17表に規制基準を

表示したがこれもppm方式の矛盾を解決するためにも

かなり低いものに一層規制される必要がある。
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Summaffy

　　　　The　drainage　from　twenty－eight　factories　in　Tsuchiura　city　were　analyzed　according

to　the　testing　Methods　fer　lndustrial　Waste　Water　（JIS　K．　OIO2）．　These　factories　were

classified　into　three　broad　classes；　i，　e，　factories　of　hard　ware　（metal　goods），　of　food　geods，

of　cement　goods　and　others．　To　determine　whether　materials　contaiRed　in　industrial

waste　water　came　up　to　the　water　a．wality　standard　set　up　by　Tsuchivira　city　ofiftce，

analytical　experiments　were　carried　ogt　from　April　1972　to　April　1973，　for　following

matters；　pH，　C．　0．　D，　SS，　phenol，　alkalinity，　NH4’一N，　NO“2－N，　Clm，　CN’，　Cu2’，　Pb2“，　Fe3’，

Mn2“，　Cd2“，　Cr6，“　ions，　tota1　Cr　and　number　of　coliferm　bacteria．

　　　Comparing　the　data　with　water　quality　standard，　it　was　found　that　excessive　CNr，

ZR2“，　Cr6“，　O｝1’　ions，　and　SS　were　often　contaiRed　in　the　drainage　from　the　some　metal

product　plants．　On　the　other　hand，　it　was　shewed　tha’t　excess　itumber　of　coilform　bacteria，

C．　O．　D．　and　SS　were　contained　in　jndustrial　waste　water　offood　product　plants．　ln　turn，

it　was　noticeable　that，　une．xpectedly，　Cr6“　ion　was　detected　in　sample　from　the　factories

of　cement　geeds．　Results　indicated　tliat　pollution　of　water　of　river　was　caused　mainly　by

industrial　waste　waters　frorr｝　metal　predvict　plants　and　food　product　plants，　while　other

mechanism　of　the　water　poliution　was　due　to　drain　urban　sewage．　Cause　and　mechanism　o’f

contamination　otf　industrial　waste　water　were　discussed．
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